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校内研究の推進
授業力向上

2

個別の教育的ニーズの
把握と計画作成の質向
上

3

職員研修の計画的実施
と専門性向上
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学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

　「自己理解」「自己選択」「自己決定」を大切にした教育の推進

　〇自分を大切に、友だちを大切にする児童生徒　　　　 　<自己理解>
　〇自分の好きなこと、得意なことを大切にする児童生徒　 <自己選択>
　〇自分の未来を大切にする児童生徒　　　　　　　　　 　　　<自己決定>

1.研究推進校として全校で校内研究を推進して、授業力の向上、校内授業研究会の充実を図る。
2.教師が児童生徒一人一人の教育的ニーズの的確な把握と、個別の指導計画における目標設定、評
価を適切に実施する力を高める。
3.教職員のニーズや、同僚性の姿勢を基本とした職員研修を計画的に実施し、特別支援学校の教員
としての専門性を高める。
4.学校周辺地域との連携や、交流の機会を再構築するための取り組みを行う。
5.高等部分教室の新たな教育課程編成に向けて、市教委と連携した取り組みを推進する。

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

研究推進校として校内研究を全校で推進し、授
業力向上と授業研究会の充実を図る。
〇研究主題に基づく授業実践の実施
〇校内授業研究会の計画的な開催
〇ICT活用、ユニバーサルデザインの視点の研
修実施
〇授業改善サイクル（PDCA）の共有化

成果：教員の授業づくりに対する意識が向上し、授
業研究会での協議が活性化した。ICT活用事例が
増え、特に視覚的支援やスケジュール提示の改善
につながった。各学部で研究主題に基づく授業実
践が行われ、組織的なPDCAサイクルを回すため
の基盤を整理し指導の質を向上させた。授業研究
会での協議が以前よりも具体的な児童生徒理解に
基づく議論に移行した。
課題：研究主題に基づく実践の深まりに個人差が
ある。ICT機器の操作に不慣れな職員へのサポー
ト体制が不十分であった。児童生徒の１２年間にわ
たる成長を組織的に支えるための学部横断的な系
統的なカリキュラムマネジメントの構築が不可欠。

〇研究主題の理解や授業への落とし込みに個人
差があるため、主題のポイントを明確化した資料作
成や研究主題に基づく授業実践を全教員がより深
められる仕組みを整える。
〇ICT 機器の操作に不慣れな教員へ即時相談が
できる支援体制や操作マニュアルの整備、活用事
例の定期共有などにより、全職員が ICT を授業改
善に生かせるよう支援を強化する。
〇学部間での系統性を見通したカリキュラムマネ
ジメントの仕組みを構築し、各学部の実践や児童
生徒理解を組織的に共有する体制を整備する。
〇授業改善サイクルをより明確化し、振り返り様式
や研究計画の統一などにより、教員が組織的に
PDCA を回し続けられる環境を整える。

児童生徒の教育的ニーズを正確に把握し、個
別の指導計画における適切な目標設定・評価を
行う力を高める。
〇個別の指導計画作成研修の実施
〇校内での事例検討会の充実
〇評価データの収集・活用の体系化

成果：校内での検討会では、児童生徒の行動や学
びの背景を共有し、支援方法について多様な観
点から協議する姿が増えた。これにより、個別支援
に関する校内の共通理解が深まり、指導の質の向
上につながっている。
 課題： また、個別の指導計画作成研修により、目
標設定や評価の視点が明確になり、指導計画が
実態に即した内容へと改善されつつある。

〇個別の指導計画の作成においては、目標設定
のガイドライン、評価基準のモデル例、チェックリス
ト等を整備し、計画作成の質を均てん化を目指
す。
〇学校目標で掲げる「児童生徒一人ひとりに応じ
た学びと支援の充実」をより確かなものとし、指導
計画の質を向上させながら、すべての児童生徒に
とってよりよい学びの環境を整えていく。

教職員のニーズおよび同僚性に基づき、専門性
向上を図る研修を計画的に実施する。
〇教職員ニーズ調査の実施
〇外部講師による専門研修（自立活動、行動理
解、医療的ケア等）
〇同僚性を生かした相互授業参観
〇OJT・メンター制度の強化

成果： 実践的な知識や最新の支援方法を学ぶ機
会が増え、授業や支援へ還元できている。
課題：研修後の実践への落とし込みを共有する仕
組みが弱く、研修効果の可視化が不十分であっ
た。授業参観においてもフィードバックの質や方法
にばらつきがある。

〇教職員のニーズに基づいた研修の計画的な実
施や外部講師による専門研修、同僚性を生かした
相互授業参観、メンター制度の強化など、組織とし
て教職員の専門性向上に向けた取り組みが着実
に進んだ。一方で、研修内容が実践へ確実に結
びつく仕組みや、研修の多様化への対応など改
善すべき点も見られた。
〇研修の個別化・選択化、授業参観の質の向上、
メンター制度の再構築を図り、特別支援教育にお
ける専門的実践の更なる深化を目指す。



4

地域連携・交流の機会
の再構築

5

高等部分教室の新たな
教育課程編成

学校周辺地域との連携および交流の機会を再
構築する取り組みを推進する。
〇地域施設・企業との連携の再開
〇地域ボランティアとの協働活動
〇地域行事への参加の検討
〇地域との情報発信（学校HPや通信）

成果：地域施設との連携が一部復活し、作業学
習・生活単元学習での外部体験活動が増加した。
地域ボランティアが来校し、読み聞かせ・作業補助
などで学校活動が活性化した。学校通信やHP更
新を増やしたことで、学校の取り組みを地域に発
信できる体制が整いつつある。
 課題：連携先との継続的な取り組みに結びつかな
いケースがある。地域とのやりとりが組織としての連
携体制が脆弱である。協働活動の「目的」や「児童
生徒の学びの視点」が地域側と十分共有が必要。

〇学校通信やHP更新の充実を継続し、学校の取
組を地域へ定期的に発信する。情報発信が単発
にならないよう、年間を通して行事・学習・地域協
働のタイミングに合わせて計画的に公開する。ま
た、地域ボランティア紹介や活動報告を積極的に
掲載し、地域との協働を可視化することで、新たな
協力者獲得にもつなげる。
〇地域とのつながりをより強固で持続可能なものと
し、児童生徒の社会参加に向けた学びを一層充
実させる。今後も、地域とともに歩む学校として、協
働的な教育活動の推進に努めていく。

高等部分教室の新たな教育課程編成に向け
て、市教育委員会と連携して取り組む。
〇市教委との協議の定期化
〇教育課程編成に向けた検討チームの設置
〇カリキュラム案の作成・関係機関との連携によ
る実習
〇体験活動の整備

成果： 教育課程の方向性が整理され、編成案が
具体化しつつある。市教委との協議が進んだ。
課題： 校舎増改築工事の進捗状況及び教室設置
と教育課程の整合や、人的配置の検討が未確定。
今後、学校内での情報共有が必要である。

〇本年度「新カリキュラム検討委員会」を設置し
た。今後、教育課程編成の骨子をまとめ、情報共
有とスケジュール管理を図る。
〇市教委との協議内容を見える化等と、校内共有
の促進に努める。
〇地域・企業・就労支援機関とのヒアリング等実施
し、実習・体験活動の受け皿を拡大する。
〇共有会を実施する（保護者会・学校説明会等）

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

本年度は、研究推進校として校内研究を進め、授業改善と専門性向上を図りながら、「自己理解・自己
選択・自己決定を大切にした教育」の実現をめざした。教育内容・安全面・専門性については、昨年度
に続き高い評価を保持し、教職員の意識と組織力も向上した。地域連携も再構築が進み、学校運営は
概ね安定して推移した。一方で、保護者への情報の伝わり方、相談体制や支援の流れのわかりやす
さ、地域連携の継続性に課題が示された。
次年度は、相談支援体制の明確化と周知、地域・関係機関との連携内容の発信強化、特別支援教育
の内容や研究成果を分かりやすく保護者と共有を重点に、研究推進校としての取り組みとともに、より
信頼される学校づくりを進めていく。教育活動の質や専門性の維持に加えて、ICT活用の均質化、保
護者への情報発信の強化、相談体制の見える化を重点的に進める必要があると受け止めている。

本年度の学校運営協議会（6/4、9/22、2/5　計３回実施）では、教育活動全体
について概ね高い評価をいただいた。特に、教育内容・安全面・教職員の専
門性については、昨年度に続き安定して高い水準にあるとの評価が示され、
学校としての一貫した取り組みが成果として現れている。また、教職員の意識
や学校全体の組織力についても、昨年度より向上していることが確認された。
一方で、保護者への情報の伝わり方や、相談体制・支援の流れの分かりやす
さについては、引き続き課題として指摘された。学校の教育的意図や支援の考
え方が、必ずしも保護者に十分届いていない場面があることが明らかとなっ
た。さらに、地域との連携は再構築が進みつつあるが、連携内容の見える化や
継続的な関係づくりについては改善の余地があるとされた。こうした評価を踏ま
え、学校としては、教育内容の質を保ちながら、情報発信や相談体制の充実を
図り、より信頼される学校づくりを進めていく必要があると受け止めている。


